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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源ランプと、該光源ランプからの光が入射するライトバルブを有し、画像データを用
いて前記ライトバルブを駆動して画像を表示する表示装置において、
　前記光源ランプを点灯するための点灯手段と、
　前記画像データの書込み又は読み出しを行う画像メモリと、
　前記画像メモリの書込み又は読み出しを禁止する禁止手段を有し、
　前記画像メモリを含む回路の電源投入後に、前記点灯手段は、前記光源ランプの点灯動
作を開始し、
　前記禁止手段は、前記点灯手段が前記光源ランプの点灯動作を開始してからのある期間
、前記画像メモリの書込み又は読み出しを禁止することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記書込み又は読み出しの禁止を、ランプ点灯信号により解除することを特徴とする請
求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記書込み又は読み出しの禁止の期間を、ランプ温度に応じて変えることを特徴とする
請求項１又は２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記書込み又は読み出しの禁止の期間を、ランプ累積使用時間に応じて変えることを特
徴とする請求項１又は２に記載の表示装置。



(2) JP 4759253 B2 2011.8.31

10

20

30

40

50

【請求項５】
　光源ランプと、該光源ランプからの光が入射するライトバルブを有し、画像データを用
いて前記ライトバルブを駆動して画像を表示する表示装置の制御方法において、
　前記光源ランプを点灯するための点灯ステップと、
　前記画像データの書込み又は読み出しを画像メモリに対して行う記憶ステップと、
　前記画像メモリの書込み又は読み出しを禁止する禁止ステップを有し、
　前記画像メモリを含む回路の電源投入後に、前記点灯ステップは、前記光源ランプの点
灯動作を開始し、
　前記禁止ステップは、前記点灯ステップにおいて前記光源ランプの点灯動作を開始して
からのある期間、前記画像メモリの書込み又は読み出しを禁止することを特徴とする表示
装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源ランプを有する機器のランプ点灯制御回路及び液晶プロジェクタ等の投
射型表示装置、特にランプ点灯時の制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶プロジェクタ等の投射型表示装置においては、光源ランプからの光を液晶等のライ
トバルブに照射し、このライトバルブをテレビジョン映像信号やパソコンからの情報等に
よって駆動し、ライトバルブから映像信号で変調された光を出射して、投射レンズを介し
てスクリーンに投射するようにしている。
【０００３】
　また、コントローラを使用して各種の制御を行っており、コントローラは、リモコンや
キー入力回路等の操作部からの指示に従って動作するようにしている。また画像信号処理
部も電源投入されると、コントローラからの制御を元に各種のイニシャライズ処理を行な
った後、表示動作を開始する。また前記光源ランプには、メタルハライドランプやハロゲ
ンランプといった高電圧放電ランプが使用される。
【０００４】
　前記ランプからの光は、前記ライトバルブ（例えば液晶パネル）に入射され、液晶パネ
ルを映像信号処理回路からの信号によって変調することで光の強度を制御し、この液晶パ
ネルからの映像光を投射レンズを介してスクリーンに投射し表示するようにしている。よ
って、表示にはこの光源が必須になる。したがって、電源が投入されると、コントローラ
は、各電気回路のイニシャライズとともに光源ランプを速やかに点灯させる。
【０００５】
　また、液晶プロジェクタにおいては、上記光源ランプとして一般的に高電圧放電ランプ
が用いられ、ランプには高電圧をかけて点灯させる必要がある。このため、ランプ点灯時
のイグニッションノイズが非常に大きい。
【０００６】
　従って、このノイズが、グランドライン、制御ライン、電源ラインに対して予期せぬ電
位変化を与えて周辺の回路の誤動作を招くことがあった。特に、ランプ周辺の温度が高い
場合は光源ランプが点火しにくく、点灯動作のリトライ回数が増え、その分ノイズの発生
回数も増加することから誤動作の可能性も増える。回路誤動作の中でも画像メモリの制御
端子がすべてＬＯＷになると動作モード設定状態になり、そのときのデータ信号で動作モ
ードが決定されてしまい、それ以降動作モードを誤ったまま動作してしまうことがある。
これは、通常の動作中でもノイズによって引き起こされることがある。しかも、設定禁止
モードに設定してしまうと電源ＯＦＦ／ＯＮを行なわないと復帰しない場合があることか
ら、ランプ点灯時のノイズ混入による誤動作として影響が大きいところである。
【特許文献１】特開平０８－０１７５８２号公報
【特許文献２】特開平０７－２７０９１１号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記のように画像メモリに異なった動作モードを設定してしまうと、該画像メモリを使
用している色信号のみ画像が縦長に表示されるという不都合がある。また、画像がばらば
らになって表示されてしまうという不具合がある。
【０００８】
　表１に画像メモリの制御信号と設定動作の一部を示す。表１からＣＳ、ＲＡＳ、ＣＡＳ
、ＷＥがすべてＬＯＷになったときにモード設定となることがわかる。また、データ書込
み時はＲＡＳのみがＨｉｇｈ、であるためにＲＡＳ信号にノイズが乗りＬＯＷになっただ
けで、モードレジスタ書込み状態になることがわかる。
【０００９】
　また表２にモードレジスタの表を示す。つまり、データ書込み時にランプ点灯ノイズに
よりＲＡＳ信号がＬＯＷに振られたときに、そのときのデータ書込みアドレスの値が、メ
モリの動作モード設定データとして使われてしまうわけであり、表２で示した中のＲｅｓ
ｅｒｖｅｄはイリーガルな設定状態のため、一度そこに設定してしまうと動作状態が正し
くないだけでなくそこから正常状態に戻れなくなる。特に動作モード設定のレジスタ設定
は制御信号がすべてＬＯＷのときであるためにランプ点灯時の強力なノイズによりすべて
の制御信号がＬＯＷになってしまう可能性が高い。
【００１０】
　また、上記課題を解決する手段としては、ランプ点灯時に発生するノイズを抑えるのが
望ましいが、明るさが明るくなりランプの消費電力が大きくなればなるほどノイズが大き
くなるので、ノイズを完全に抑えることは難しい。
【００１１】
　また、筐体を大きくするなどしてランプ点灯の影響を抑える方法もあるが、外形が大き
くなることは望ましくない。
【００１２】
　本発明ではは、ランプの点灯ノイズによる画像メモリの誤設定を、筐体の外形を大きく
することなく回避する方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記課題を解決し、目的を達成するため、本発明によるランプ点灯ノイズ回避の主たる
構成は、画像メモリの動作を一時停止するクロックイネーブル制御と、ランプ点灯タイミ
ングに応じて停止期間等を制御する制御回路および制御手段とを備えることを特徴とする
。
【００１４】
　液晶プロジェクタは、ＡＣ電源から電源が供給されるとスタンバイ状態になり、リモコ
ンまたは操作パネルから電源ＳＷを押下されると、コントローラが回路各部のイニシャラ
イズを行なうとともに、前記制御回路は、以下のように動作する。
【００１５】
　第１の発明は、マイコンがクロックを用いて予め定められたランプが点灯開始動作を終
了するに充分な一定時間をカウントして画像メモリのイネーブル端子をイネーブルにする
ことにより、点灯ノイズを回避するものである。また、全点灯期間でなく、少なくとも点
灯ノイズの大きな所定の期間のみディセーブルにしても良い。また、当然のことながら動
作開始時間の遅れが問題にならない範囲内でディセーブルの期間を延長しても良い。
【００１６】
　さらに、光源用ランプをコントローラから点灯する様に指示する点灯制御信号を出力す
る前に画像メモリのクロックイネーブルをディセーブルにし、その後にランプ駆動回路か
らのランプ点灯信号を用いて、ランプの点灯信号が切換ったことを確認した後画像メモリ
のクロックイネーブル端子をイネーブルに切り替えることにより、ランプ点灯ノイズがモ
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ード設定端子等に重畳しても画像メモリのモードが切換ることが無いので、ランプ点灯に
よるノイズを回避することができる。
【００１７】
　また、ランプは、ランプ温度が高い方が点灯に時間がかかるので、ランプ温度センサー
により検出したランプ温度に応じて画像メモリのディセーブル期間を設定することにより
、ランプが充分冷えているときには、回路の立ち上がりを早くすることが可能になる。
【００１８】
　また、ランプは使用時間が長くなるに応じて点灯開始までの時間が不安定になるので、
ランプ点灯累積時間に応じて画像メモリをディセーブルにする時間を長くすることにより
、新しいランプ使用時の立ち上がり時間を短くすることが可能となる。
【００１９】
　上記した本発明の投射型表示装置によれば、ランプ点灯時の画像メモリの誤動作による
表示エラーを回避することが可能となる。
【発明の効果】
【００２０】
　上記実施例で明らかにしたように、画像メモリの制御を行なうことにより、ランプが明
るくしても筐体を必要以上に大きくすることなく安定して動作させることが出来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　本発明の液晶プロジェクタの実施例について説明する。
【００２２】
　［第１実施例］
　まず、図１に基づいて説明する。
【００２３】
　１０は後述する画像信号入力端子１５０からの入力信号をＲＧＢ信号に変換する入力信
号処理部、２０は入力信号処理部からの信号の信号レベル走査ライン数、ラインドット数
、フレームレートを後述する液晶パネルに適したレベルに変換する画像信号処理部、３０
は画像信号処理部において走査ライン数、ラインドット数、フレームレートの変換を行な
うために画像データを一次記憶させるための画像メモリ、４０は画像信号処理部からの出
力信号を後述する液晶パネル５０を駆動する信号レベルに変換する液晶パネルドライブ回
路、５０は液晶ドライブ回路４０によりドライブされる液晶パネル、６０は液晶プロジェ
クタ全体を制御するコントローラ、７０はコントローラ６０の制御により後述するランプ
等を冷却するファンをドライブするファンドライブ回路、８０はファンドライブ回路７０
によりドライブされる冷却ファン、９０は液晶プロジェクタの電源を供給するＡＣ電源に
接続されるところの電源コネクタ、１００は液晶プロジェクタの各部に供給する電源を生
成する電源部、１１０は電源部１００から電源が供給されコントローラ６０からの制御信
号に基づいて駆動されるランプ駆動回路、１２０はランプ駆動回路により点灯されるラン
プ、１３０はランプからの光を各色に分割して液晶パネルに照射する投射光学系１４０は
液晶パネルにより変調された光信号をスクリーンに結像させる投射レンズ、１５０は外部
から入力される画像信号を接続する画像信号入力端子、１６０は液晶プロジェクタを起動
するための電源ＳＷである。
【００２４】
　（電源接続のみの待機状態の説明）
　まず電源コネクタ９０から電源が供給されると電源部１００はコントローラ６０のみに
電源を供給する。コントローラ６０は、電源が供給されると、内部のイニシャライズを行
い、電源ＳＷ１６０が投入されるのを待つ待機状態になる。
【００２５】
　（電源投入時の動作概要の説明）
　次に、電源ＳＷ１６０が投入されると、コントローラ６０は、画像入力部１０、画像信
号処理部２０、液晶ドライブ部４０等のイニシャライズを行なうともに、ファンドライブ
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部７０を駆動して冷却ファン８０を回転させる。ファン８０の回転を確認すると、ランプ
電源回路１１０を駆動してランプ１２０点灯を行なう。ランプ１２０点灯開始から有る一
定以上の明るさの表示ができるようになるまでにはある程度時間がかかるので、充分表示
画像が認識可能な明るさになるのを待って、画像表示を開始する。
【００２６】
　（メモリ部のイニシャライズ時の動作説明）
　ここで、図３のフローチャートを元に、電源が投入されてランプ点灯時の画像メモリ部
の動作について説明する。
【００２７】
　まず、コントローラが立ち上げる（Ｓ０１）と、電源スイッチの投入の待ち状態になる
。（Ｓ０２）
　電源ＳＷがＯＮされると（Ｓ０２－Ｙ）初期化を開始する。（Ｓ０３）
　初期化が開始されると画像信号処理部は、画像メモリのリセットを解除し動作モードを
設定し、初期化を進めてゆく。
【００２８】
　次に、コントローラは、画像メモリのクロックイネーブルをＬＯＷにし（Ｓ０４）、ラ
ンプ点灯動作を開始するとともにカウンタＸを“０”にしてカウントアップ（時間計測）
を開始する（Ｓ０５）。
【００２９】
　初期化開始した各ブロックが初期化終了しているか否かを確認し（Ｓ０６）、終了して
いれば（Ｓ０６－Ｙ）、初期化終了したブロックの状態レジスタを更新する（Ｓ０７）。
【００３０】
　カウンタＸが予め定められたＡに達したか否かを確認し達していれば画像メモリのクロ
ックイネーブルを１にする（Ｓ０９）。つまりここで、ランプ点灯開始から予め定められ
た時間だけ画像メモリをディセーブルにし、ランプ点灯ノイズの影響を回避したことにな
る。
【００３１】
　次に、イニシャライズ終了していないブロックが終了したかどうかの確認を続け（Ｓ１
０－Ｓ１１）、すべての初期化が終了したことを確認したら（Ｓ１２－Ｙ）、カウンタＸ
が予め定められた値Ｂ以上になったかを確認し、Ｂ以上になったら（Ｓ１３－Ｙ）表示を
開始する。つまりランプ点灯開始から予め定められた時間経過し、ランプ光量がある程度
以上になってから表示を開始する。
【００３２】
　またここで、表示には、光源ランプの点灯が必須であるから、ランプが点灯したかいな
かの情報をランプ駆動回路のランプ供給電源の電圧電流から判断して点灯信号をランプ駆
動回路からコントローラに返すのが一般である。このランプ点灯信号の状態をコントロー
ラからの画像メモリイネーブル信号制御に使用し、ランプ点灯信号からランプ点灯が完了
したことを確認したのち画像メモリのイネーブル信号を切り替えることも可能である。こ
れは、図３において、Ｓ０８にランプ駆動部からの点灯完了信号の検出を入れることに相
当する。
【００３３】
　またここで、一般にランプ点灯状態を最適に制御するためにランプを冷却ファンで冷却
しているが、冷却がたりなかったり冷却しすぎたりするのを防ぐためにランプ温度または
それに連動した温度となる部分の温度を測定する温度計を備えている。一方ランプを消灯
して間がない場合には、ランプの温度はまだ高くランプの温度が高い場合には、ランプ点
灯してもなかなか点灯しない場合がある。そのため、一定時間待ってもランプが点灯せず
メモリが動作してからも点灯開始動作を続けてしてしまう可能性がある。そのためランプ
温度を観測し、ランプ温度によって、メモリイネーブルをＬＯＷにする期間を長くするこ
とにより通常時のメモリディセーブル期間を短くすることが可能となる。
【００３４】
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　またここで、ランプは一般電球のようにフィラメントを有さず両極間の気中放電により
発光するため、フィラメント断線などの理由による点灯しなくなるいわゆる明確な「寿命
」というものがなく、徐々に極端子の黒化による発光光量の低下が増え暗くなってゆくの
みである。そのため、コントローラは、ランプ点灯時間を累積し、ランプ交換の時期にな
ったかどうかを判断し、交換時期になったらその旨表示灯行なって使用者に知らせる機能
を有している。これと同様に、使用時間が長くなると陰極の黒化に伴い点灯しづらくなる
ので、コントローラが有しているランプ累積使用時間情報を元に、ランプ点灯に要する時
間を算出して、画像メモリをディセーブルにする時間を長くすることにより、新しいラン
プ使用時の立ち上がり時間を短くするとともにノイズによる影響を回避することが可能と
なる。
【００３５】
　〔第二の実施例〕
　次に、コントローラと画像信号処理部との間の通信のミュートについて説明する。
【００３６】
　動作中に、ある一定時間ビデオ信号が入力されないと内部タイマーが働き、ランプを消
灯させる。これは、ランプは通電時間が長くなるにしたがって、暗くなる等の性能劣化が
あるので、ランプの寿命を長くするために工夫されたことである。しかし、この状態から
再点灯される場合には、内部回路は通常動作をしているので、通常状態からランプ点灯を
行なうことになる。この場合に、コントローラは画像信号処理部や画像入力部と常時通信
を行なっている。とくに毎Ｖ周期で、信号レベル設定変更投行なう。この通信を行なって
いる状態で、ランプ点灯を行なうと、シリアルデータクロックにノイズが重畳し、間違っ
たアドレスのデータを書き換えてしまう可能性がある。よって、第一の実施例と同様にラ
ンプ点灯期間は通信を一定期間行なわずに点灯終了後に通信を再開するようにすることに
より、シリアルデータの書き込みえ誤りを回避することができる。
【００３７】
【表１】

【００３８】
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【表２】

【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本件の実施例
【図２】メモリコントロール信号を示す図である。
【図３】電源投入時のコントローラの処理を示すフローチャート図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１０　入力信号処理部
　２０　画像信号処理部
　３０　画像メモリ
　４０　液晶パネルドライブ
　５０　液晶パネル
　６０　コントローラ
　７０　ファンドライブ回路
　８０　冷却ファン
　９０　電源コネクタ
　１００　電源部
　１１０　ランプ駆動回路
　１２０　ランプ
　１３０　投射光学系
　１４０　投射レンズ
　１５０　画像信号入力端子
　１６０　電源スイッチ
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